
説明 準備 設定 実行 確認 

FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

ここではFieldMateの『入力ループテストサポート』機能をご紹介します。 

ループテストとは、設備からテスト用信号を発生させ、監視装置までの通信内容の健全性
を確かめるものです。 

従来、設備側は、テスト用信号を機種ごとに、『異なるツール』を使って『設備ごとの方法』で
出力することが必要でした。 

FieldMateでは、機種によらず統一された操作でテスト用信号発生手段を提供します。 

次へ 
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Please click! 

① ループテストを開始します。 

FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

こちらがFieldMateを機器に繋いだ画面です。 
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FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

ループテストサポート機能が立ち上がりました。 

① こちらがテストパターンとなります。 
  『出力点数』、『出力値』、『出力時間』 が設定できます。 
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FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

作成したテストパターンは、保存/読み出しができます。 

① テストパターンは、自分で保存したものだけでなく、  
  よく使用するパターンを呼び出すことができます。 

次へ 
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FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

テストパターン設定が終わりました。 

Please click! 
① 今回は、このパターンでテストを実行します。 
   出力点数 ：5点 
   出力値   ：0-50-100-50-0 
   出力時間 ：各20秒 
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FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

テスト信号の出力を開始しました。 

監視装置側イメージ 

次へ 



説明 準備 設定 実行 確認 

FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

① テスト出力の進捗を示しています。 
  全体の半分まで進んでいることがわかります。 

テスト信号の出力中です。 

監視装置側イメージ 

次へ 
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FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

Please click! 

テスト信号の出力が終了しました。 

監視装置側イメージ 
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Please click! 

FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 
テスト実行が終了しました。 

監視装置側から『成功』との結果を受けました。 

① 結果を選択します。 
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Please click! 

FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 

① 結果を保存し終了します。 

テストの内容と結果を保存します。 
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FieldMateを使った入力ループテスト作業の紹介 
保存したテスト内容と結果は、いつでも参照でき、

外部に出力することができます。 

以上で作業の紹介を終了します。 
最初に戻る 
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